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＜救急医療態勢＞ 

 地域の救急医療は都道府県が定めた医療

圏ごとに重症度に応じて、一次救急医療（軽

症）、二次救急医療（中等症）、三次救急医療

（重症）に分けられています。救急医療の態勢

は市町村並びに都道府県の指導のもとに整

備されています。小児救急患者の 95～98％

は一次救急の患者となっているのが実情で

す。 

 

 

＜阪神北圏域の小児救急医療＞ 

従来、阪神北圏域においても、重症度にかかわらず地域の二次救急病院である市立病院に

救急患者が集中していました。その結果、小児科勤務医が過重労働となり、これまでの救急医

療態勢が崩れ始めました。このため、阪神北圏域における小児救急医療の整備を望む声が上

がってきました。 

 

 

＜阪神北広域こども急病センター＞ 

平成 20 年 4 月に、伊丹市、宝塚市、川西市および猪名川町の 3 市 1 町、3 市医師会および

兵庫県の相互協力のもと、伊丹市に「阪神北広域こども急病センター」が設立されました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

時間外初期小児救急診療と電話相談を行うとともに、急病時の対応に参考にするための小

児救急パンフレット「こんな時どうすればいいの」も 3 市の医師会の協力のもとで作成しました。  

 

 
 



 

センターが開設されてからは二次医療施設の時間外小児受診患者は減少し、当センターと

二次医療施設との役割分担ができました。また、開設 1 年後に行った住民へのアンケートで

は、診療内容および電話相談に関して概ね満足している回答が得られています。 

 

 

＜市民の理解を＞ 

いつでも必要な小児救急

医療が受けられ、子どもの健

康を守るには、これまでの市

町村単位での救急医療を行う

ことは不可能であり、阪神北

圏域という広域で維持するこ

とが不可欠です。この広域化

を理解していただく必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

初夏から深秋にかけて新

型インフルエンザが大流行し

たため、10 月・11 月の受診者

数は前年度の 2 倍以上となり

ました。患者急増に対応する

ためにセンターとしてもできる

限りの努力を行いましたが、ス

ムーズな運営には住民の理

解と協力が必要であることを

一層深く認識しました。 

 

 

 

 

 

 

これからも当センターが安全安心の医療を提供して行くためには、地域住民のニーズを知り

行政や医療関係者との理解を深めて行くことが大切ですが、市民の方々の救急医療に対する

理解と協力が必要です。県立柏原病院の小児科を守る会は住民側から生まれた会です。24 時

間受診できるとは、24 時間いつでも自由な時間に診療が受けられるということではありません。 

 

 

 

 

 



 

 


